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研究開発型企業団地「テクノヒル名古屋」における新規立地企業の決定について 

 

 名古屋市守山区の「なごやサイエンスパーク」の拠点の一つである研究開発型企業団地「テ

クノヒル名古屋」において、研究開発型企業の立地が新たに決定しましたのでお知らせします。 

 

記 

 

１ 立地企業の概要 

(1) 名    称 株式会社横井機械工作所 

(2) 本 社 所 在 地 名古屋市守山区字中志段味字大洞口 

2720番地の1 

(3) 代  表  者 代表取締役 横井 映二 

(4) 事 業 内 容 工業炉や窯業炉に使用されるバーナー 

の製造・販売。 

         テクノヒル名古屋においては、次世代 

のエネルギーである水素・アンモニア 

を用いた燃焼技術の研究開発、製品開 

発を行う。 

(5) 立 地 予 定 地 守山区花咲台二丁目901番4 

（右図の赤枠部分） 

(6) 敷 地 面 積 2,440㎡ 

(7) 土地売買契約日締結日 令和6年11月 6日 

(8) 問い合わせ先 電話：052-736-0773 

(9) ウェブサイト https://yokoikikai.co.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 「なごやサイエンスパーク」及び「テクノヒル名古屋」について 

 (1)なごやサイエンスパーク 

産・学・行政の連携による先端科学技術の振興と新たな産業の創造に向け、総合的な研究

開発拠点の形成を図るため、守山区の志段味地区において整備した研究開発拠点です。 

公的研究機関等が集積したＡゾーン、医療・福祉・健康産業の振興を図る「なごやライフ

バレー」、研究開発型企業団地「テクノヒル名古屋」の3つのゾーンに分かれています。 

 

(2)テクノヒル名古屋 

Ａゾーンに集積した科学技術の研究成果を産業の高度化・活性化や新産業の創出につなげ

ることを目指した研究開発型企業団地です。 

総敷地面積約9.8ha、21社（本件立地後は22社）が立地しています。 


